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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段と、
　ユーザから操作を受ける入力手段と、
　複数の見出語と、当該見出語にそれぞれ対応付けられた説明情報と、を含む辞書情報を
少なくとも１つ記憶する辞書情報記憶手段と、
　複数のテキストコンテンツを記憶するテキストコンテンツ記憶手段と、
　ユーザ操作に応じて前記テキストコンテンツ記憶手段に記憶された任意のテキストコン
テンツの文字列を前記表示手段に表示制御する文字列表示制御手段と、
　前記辞書情報記憶手段に記憶された任意の見出語に対応する説明情報の少なくとも一部
をユーザ操作に応じて前記表示手段に表示制御する説明情報表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段により表示された説明情報の少なくとも一部をリン
ク先、前記文字列表示制御手段により前記表示手段に表示制御された文字列のうちの一節
をリンク元として対応付け、リンク情報として記憶するリンク情報記憶手段と、
　前記リンク情報記憶手段によりリンク元として記憶された一節における単語を変化させ
た変化形節を前記テキストコンテンツ内から検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された変化形節をリンク元とし、前記リンク先と対応付けてリ
ンク情報として前記リンク情報記憶手段に追加記憶するリンク情報追加記憶手段と、
　前記表示手段における表示内容のうち、前記リンク情報記憶手段にリンク元として記憶
された一節を前記リンク情報に基づいて前記表示手段に識別可能に表示制御するリンク元



(2) JP 4831191 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

識別表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御
手段により識別可能に表示されていない単語がジャンプ対象単語として指定されると、当
該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶手段から検
知し、検知した各辞書情報の種類一覧を前記表示手段に表示制御する辞書種類一覧表示制
御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御
手段により識別可能に表示されている一節に含まれる単語がジャンプ対象単語として指定
されると、当該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記
憶手段から検知し、検知した各辞書情報の１つを表示させるかリンク先を表示させるかを
選択させる画面を前記表示手段に表示制御する表示選択制御手段と、
　前記辞書種類一覧表示制御手段または表示選択制御手段により一覧表示された辞書情報
の１つがユーザ操作に応じて選択されると、当該選択された辞書情報から、前記ジャンプ
対象単語に対応する見出語の説明情報を検出し、前記表示手段に表示制御するジャンプ先
説明情報表示制御手段と、
　前記表示選択制御手段により前記表示手段に表示された選択画面からリンク先の表示が
ユーザ操作に応じて選択されると、前記ユーザにより指定された単語を含む一節をリンク
元とするリンク先の説明情報を前記リンク情報に基づいて前記表示手段に表示制御するリ
ンク先表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　表示部を備えるコンピュータに、 
　ユーザから操作を受ける操作機能と、
　複数の見出語と、当該見出語にそれぞれ対応付けられた説明情報と、を含む辞書情報を
少なくとも１つ記憶する辞書情報記憶機能と、
　複数のテキストコンテンツを記憶するテキストコンテンツ記憶機能と、
　ユーザ操作に応じて前記テキストコンテンツ記憶手段に記憶された任意のテキストコン
テンツの文字列を前記表示部に表示制御する文字列表示制御機能と、
　前記辞書情報記憶機能によって記憶された任意の見出語に対応する説明情報の少なくと
も一部をユーザ操作に応じて前記表示部に表示制御する説明情報表示制御機能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部により表示された説明情報の少なくとも一部をリンク
先、前記文字列表示制御機能により前記表示部に表示制御された文字列のうちの一節をリ
ンク元として対応付け、リンク情報として記憶するリンク情報記憶機能と、
　前記リンク情報記憶機能によりリンク元として記憶された一節における単語を変化させ
た変化形節を前記テキストコンテンツ内から検出する検出機能と、
　前記検出機能により検出された変化形節をリンク元とし、前記リンク先と対応付けてリ
ンク情報として前記リンク情報記憶機能に追加記憶するリンク情報追加記憶機能と、
　前記表示部による表示内容のうち、前記リンク情報記憶機能によりリンク元として記憶
された一節を前記リンク情報に基づいて識別可能に前記表示部に表示制御するリンク元識
別表示制御機能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御機
能により識別可能に表示されていない単語がジャンプ対象単語として指定されると、当該
ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶機能から検知
し、検知した各辞書情報の種類一覧を前記表示部に表示制御する辞書種類一覧表示制御機
能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御機
能により識別可能に表示されている一節に含まれる単語がジャンプ対象単語として指定さ
れると、当該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶
機能から検知し、検知した各辞書情報の１つを表示させるかリンク先を表示させるかを選
択させる画面を前記表示部に表示制御する表示選択制御機能と、
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　前記辞書種類一覧表示制御機能または表示選択制御機能により一覧表示された辞書情報
の１つがユーザ操作に応じて選択されると、当該選択された辞書情報から、前記ジャンプ
対象単語に対応する見出語の説明情報を検出し、前記表示部に表示制御するジャンプ先説
明情報表示制御機能と、
　前記表示選択制御機能により前記表示部に表示された選択画面からリンク先の表示がユ
ーザ操作に応じて選択されると、前記ユーザにより指定された単語を含む一節をリンク元
とするリンク先の説明情報を前記リンク情報に基づいて前記表示部に表示制御するリンク
先表示制御機能と、
　を実現させることを特徴とする情報表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器及び情報表示プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、辞書機能を有する電子辞書などの電子機器においては、各見出語と見出語の
説明情報とを対応付けて記憶する辞書データベースが備えられており、入力された文字に
対応する見出語の説明情報を辞書データベースから読み出して、見出語と説明情報とをデ
ィスプレイに表示させるようになっている。
【０００３】
　近年、このような電子機器においては、いわゆるジャンプ機能が搭載されている。ジャ
ンプ機能とは、説明情報などのテキストが表示されている際に当該テキスト中の単語をユ
ーザが選択すると、その単語に対応する見出語の説明情報が表示される機能である（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００４】
　そして、このようなジャンプ機能の形態としては、アドレスジャンプと、スーパージャ
ンプとが知られている。
　このうち、アドレスジャンプとは、製品出荷時に予め定められたリンク先をジャンプ先
として表示するものである。例えば、或る見出語の説明情報内に、当該見出語を含む慣用
句が列記されており、各慣用句部分にその説明情報がリンク先として予め設定されている
場合には、表示されているテキスト中から何れかの慣用句部分をユーザが選択すると、こ
の慣用句（見出語）と、その説明情報とが表示されるようになっている。
【０００５】
　一方、スーパージャンプとは、ユーザが選択した辞書データベースからジャンプ対象の
単語が検索され、この単語に対応する見出語と説明情報とが表示されるものである。例え
ば、表示されているテキスト中からユーザがジャンプ対象の単語を選択した後、検索先の
辞書データベースを選択すると、選択された辞書データベースから当該単語が検索され、
この単語に対応する見出語と説明情報とが表示されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－９２００４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述のようなジャンプ機能では、ユーザにとって使い勝手の悪い場合が
ある。
　具体的には、アドレスジャンプでは、製品出荷時に予めリンク先として設定された画面
にしかジャンプできず、ユーザの意図する説明情報を表示できない場合がある。
【０００８】
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　一方、スーパージャンプでは、ジャンプ対象の単語として選択可能な文字は、平仮名、
片仮名、漢字、アルファベットなど、辞書データベース内で見出語を構成する文字に限ら
れてしまう。また、検索先の辞書データベースを予め定められた辞書群の中から選択する
ため、ユーザの意図する辞書データベースでの説明情報を表示できない場合がある。さら
に、ジャンプ先の表示画面は見出語の説明情報の先頭部分であるため、ユーザの意図する
説明情報を表示できない場合がある。
【０００９】
　本発明の課題は、従来と比較してユーザの使い勝手を向上させることのできる電子機器
及び情報表示プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１記載の発明は、電子機器において、
　表示手段と、
　ユーザから操作を受ける入力手段と、
　複数の見出語と、当該見出語にそれぞれ対応付けられた説明情報と、を含む辞書情報を
少なくとも１つ記憶する辞書情報記憶手段と、
　複数のテキストコンテンツを記憶するテキストコンテンツ記憶手段と、
　ユーザ操作に応じて前記テキストコンテンツ記憶手段に記憶された任意のテキストコン
テンツの文字列を前記表示手段に表示制御する文字列表示制御手段と、
　前記辞書情報記憶手段に記憶された任意の見出語に対応する説明情報の少なくとも一部
をユーザ操作に応じて前記表示手段に表示制御する説明情報表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段により表示された説明情報の少なくとも一部をリン
ク先、前記文字列表示制御手段により前記表示手段に表示制御された文字列のうちの一節
をリンク元として対応付け、リンク情報として記憶するリンク情報記憶手段と、
　前記リンク情報記憶手段によりリンク元として記憶された一節における単語を変化させ
た変化形節を前記テキストコンテンツ内から検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された変化形節をリンク元とし、前記リンク先と対応付けてリ
ンク情報として前記リンク情報記憶手段に追加記憶するリンク情報追加記憶手段と、
　前記表示手段における表示内容のうち、前記リンク情報記憶手段にリンク元として記憶
された一節を前記リンク情報に基づいて前記表示手段に識別可能に表示制御するリンク元
識別表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御
手段により識別可能に表示されていない単語がジャンプ対象単語として指定されると、当
該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶手段から検
知し、検知した各辞書情報の種類一覧を前記表示手段に表示制御する辞書種類一覧表示制
御手段と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示手段における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御
手段により識別可能に表示されている一節に含まれる単語がジャンプ対象単語として指定
されると、当該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記
憶手段から検知し、検知した各辞書情報の１つを表示させるかリンク先を表示させるかを
選択させる画面を前記表示手段に表示制御する表示選択制御手段と、
　前記辞書種類一覧表示制御手段または表示選択制御手段により一覧表示された辞書情報
の１つがユーザ操作に応じて選択されると、当該選択された辞書情報から、前記ジャンプ
対象単語に対応する見出語の説明情報を検出し、前記表示手段に表示制御するジャンプ先
説明情報表示制御手段と、
　前記表示選択制御手段により前記表示手段に表示された選択画面からリンク先の表示が
ユーザ操作に応じて選択されると、前記ユーザにより指定された単語を含む一節をリンク
元とするリンク先の説明情報を前記リンク情報に基づいて前記表示手段に表示制御するリ
ンク先表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
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【００１３】
　請求項２記載の発明は、情報表示プログラムにおいて、
　表示部を備えるコンピュータに、 
　ユーザから操作を受ける操作機能と、
　複数の見出語と、当該見出語にそれぞれ対応付けられた説明情報と、を含む辞書情報を
少なくとも１つ記憶する辞書情報記憶機能と、
　複数のテキストコンテンツを記憶するテキストコンテンツ記憶機能と、
　ユーザ操作に応じて前記テキストコンテンツ記憶手段に記憶された任意のテキストコン
テンツの文字列を前記表示部に表示制御する文字列表示制御機能と、
　前記辞書情報記憶機能によって記憶された任意の見出語に対応する説明情報の少なくと
も一部をユーザ操作に応じて前記表示部に表示制御する説明情報表示制御機能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部により表示された説明情報の少なくとも一部をリンク
先、前記文字列表示制御機能により前記表示部に表示制御された文字列のうちの一節をリ
ンク元として対応付け、リンク情報として記憶するリンク情報記憶機能と、
　前記リンク情報記憶機能によりリンク元として記憶された一節における単語を変化させ
た変化形節を前記テキストコンテンツ内から検出する検出機能と、
　前記検出機能により検出された変化形節をリンク元とし、前記リンク先と対応付けてリ
ンク情報として前記リンク情報記憶機能に追加記憶するリンク情報追加記憶機能と、
　前記表示部による表示内容のうち、前記リンク情報記憶機能によりリンク元として記憶
された一節を前記リンク情報に基づいて識別可能に前記表示部に表示制御するリンク元識
別表示制御機能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御機
能により識別可能に表示されていない単語がジャンプ対象単語として指定されると、当該
ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶機能から検知
し、検知した各辞書情報の種類一覧を前記表示部に表示制御する辞書種類一覧表示制御機
能と、
　ユーザ操作に応じて、前記表示部における表示内容のうち前記リンク元識別表示制御機
能により識別可能に表示されている一節に含まれる単語がジャンプ対象単語として指定さ
れると、当該ジャンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書情報を前記辞書情報記憶
機能から検知し、検知した各辞書情報の１つを表示させるかリンク先を表示させるかを選
択させる画面を前記表示部に表示制御する表示選択制御機能と、
　前記辞書種類一覧表示制御機能または表示選択制御機能により一覧表示された辞書情報
の１つがユーザ操作に応じて選択されると、当該選択された辞書情報から、前記ジャンプ
対象単語に対応する見出語の説明情報を検出し、前記表示部に表示制御するジャンプ先説
明情報表示制御機能と、
　前記表示選択制御機能により前記表示部に表示された選択画面からリンク先の表示がユ
ーザ操作に応じて選択されると、前記ユーザにより指定された単語を含む一節をリンク元
とするリンク先の説明情報を前記リンク情報に基づいて前記表示部に表示制御するリンク
先表示制御機能と、
　を実現させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザ操作に応じて、表示された説明情報の少なくとも一部がリンク
先、表示された文字列のうちの一節がリンク元として対応付けられ、リンク情報として記
憶されると、表示内容のうちリンク元として記憶された一節がリンク情報に基づいて識別
可能に表示制御され、識別表示された一節がユーザ操作に応じて指定されると、当該一節
をリンク元とするリンク先の説明情報がリンク情報に基づいて表示手段に表示制御される
ので、リンク元の任意の一節から、リンク先の任意の説明情報部分に表示内容を切り替え
させる、つまりジャンプさせることができる。従って、従来と比較してユーザの使い勝手
を向上させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】電子辞書の概観を示す平面図である。
【図２】電子辞書の内部構成を示すブロック図である。
【図３】（ａ），（ｂ）は辞書データベースのデータ構造を示す図であり、（ｃ）はオリ
ジナルリンクテーブルのデータ構造を示す図である。
【図４】オリジナルリンク作成処理を示すフローチャートである。
【図５】オリジナルリンク操作処理を示すフローチャートである。
【図６】メインディスプレイの表示内容を示す図である。
【図７】メインディスプレイの表示内容を示す図である。
【図８】メインディスプレイの表示内容を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して、本発明に係る電子機器を電子辞書に適用した場合の実施形態に
ついて詳細に説明する。
【００１７】
［外観構成］
　図１は、電子辞書１の平面図である。
　この図に示すように、電子辞書１は、メインディスプレイ１０、サブディスプレイ１１
及びキー群２を備えている。
【００１８】
　メインディスプレイ１０及びサブディスプレイ１１は、ユーザによるキー群２の操作に
応じた文字や符号等、各種データを表示する部分であり、ＬＣＤ（Liquid Crystal Displ
ay）やＥＬＤ（Electronic Luminescent Display）等によって構成されている。なお、本
実施の形態におけるサブディスプレイ１１は、いわゆるタッチパネル１１０（図２参照）
と一体的に形成されており、表面を押下することにより、押下位置に応じた入力操作が可
能となっている。
【００１９】
　キー群２は、ユーザから電子辞書１を操作するための操作を受ける各種キーを有してい
る。具体的には、キー群２は、訳／決定キー２ｂと、文字キー２ｃと、辞書選択キー２ｄ
と、カーソルキー２ｅと、シフトキー２ｆと、戻るキー２ｇと、複合語キー２ｊと、ジャ
ンプキー２ｎ等とを有している。
【００２０】
　訳／決定キー２ｂは、検索の実行や、見出語の決定等に使用されるキーである。文字キ
ー２ｃは、ユーザによる文字の入力等に使用されるキーであり、本実施の形態においては
“Ａ”～“Ｚ”キーを備えている。辞書選択キー２ｄは、後述の辞書データベース８２０
，…（図２参照）の選択に使用されるキーである。
【００２１】
　カーソルキー２ｅは、画面内の反転表示位置、つまりカーソル位置の移動等に使用され
るキーであり、本実施の形態においては上下左右の方向を指定可能となっている。シフト
キー２ｆは、日本語の単語を検索対象に設定するとき等に使用されるキーである。戻るキ
ー２ｇは、前回表示した画面に戻るとき等に使用されるキーである。複合語キー２ｊは、
選択された見出語を含む成句・複合語を表示させる場合に押下されるキーである。
【００２２】
　ジャンプキー２ｎは、ジャンプ機能を起動するときに使用されるキーである。なお、本
実施形態におけるジャンプ機能とは、いわゆるスーパージャンプ機能であり、表示されて
いるテキスト中の単語（以下、ジャンプ対象単語とする）をユーザが選択すると、そのジ
ャンプ対象単語に対応する見出語がジャンプ先（検索先）の辞書で検索される機能のこと
である。
【００２３】
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［内部構成］
　続いて、電子辞書１の内部構造について説明する。図２は、電子辞書１の内部構成を示
すブロック図である。
【００２４】
　この図に示すように、電子辞書１は、表示部４０、入力部３０、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）２０、フラッシュＲＯＭ（Read Only Memory）８０、ＲＡＭ（Random Acce
ss Memory）９０を備え、各部はバス１００で相互にデータ通信可能に接続されて構成さ
れている。
【００２５】
　表示部４０は、上述のメインディスプレイ１０及びサブディスプレイ１１を備えており
、ＣＰＵ２０から入力される表示信号に基づいて各種情報をメインディスプレイ１０やサ
ブディスプレイ１１に表示するようになっている。
【００２６】
　入力部３０は、上述のキー群２やタッチパネル１１０を備えており、押下されたキーや
タッチパネル１１０の位置に対応する信号をＣＰＵ２０に出力するようになっている。
【００２７】
　ＣＰＵ２０は、入力される指示に応じて所定のプログラムに基づいた処理を実行し、各
機能部への指示やデータの転送等を行い、電子辞書１を統括的に制御するようになってい
る。具体的には、ＣＰＵ２０は、入力部３０から入力される操作信号等に応じてフラッシ
ュＲＯＭ８０に格納された各種プログラムを読み出し、当該プログラムに従って処理を実
行する。そして、ＣＰＵ２０は、処理結果をＲＡＭ９０に保存するとともに、当該処理結
果を表示部４０に適宜出力させる。
【００２８】
　フラッシュＲＯＭ８０は、電子辞書１の各種機能を実現するためのプログラムやデータ
を記憶するメモリである。本実施の形態においては、フラッシュＲＯＭ８０は、本発明に
係る情報表示プログラム８１と、辞書データベース群８２と、テキストコンテンツ群８３
と、オリジナルリンクテーブル８４等とを記憶している。
【００２９】
　情報表示プログラム８１は、後述のオリジナルリンク作成処理（図４参照）やオリジナ
ルリンク操作処理（図５参照）などをＣＰＵ２０に実行させるためのプログラムである。
なお、オリジナルリンク作成処理とは、ユーザが任意の表示内容をジャンプ元、ジャンプ
先としてオリジナルリンクを作成するための処理であり、オリジナルリンク操作処理とは
、ユーザが作成したオリジナルリンクに基づいてジャンプ元の表示内容からジャンプ先の
表示内容を表示させる処理である。
【００３０】
　辞書データベース群８２は、複数の辞書データベース８２０，…を有しており、本実施
の形態においては、「ジー○アス英和辞典」の辞書データベース８２０ａや、「ケン○リ
ッジ英和辞典」の辞書データベース８２０ｂ、「英語類語辞典」の辞書データベース８２
０ｃ、「ロイ○ル英文法」の辞書データベース８２０ｄ等を有している。これら辞書デー
タベース８２０，…には、例えば図３（ａ）に１例を示すように、複数の見出語に対して
、この見出語の発音記号及び意味内容からなる説明情報や、見出語を含む成句・複合語を
識別するための複合語番号などが対応付けされて格納されている。また、各辞書データベ
ース８２０には、例えば図３（ｂ）に１例を示すように、上述の複合語番号に成句・複合
語と、当該成句・複合語の説明情報とが対応付けられたテーブル等が格納されている。
【００３１】
　テキストコンテンツ群８３は、複数のテキストコンテンツ８３０を有しており、本実施
の形態においては、「英語○演説・○せりふ集」のテキストコンテンツ８３０ａなどを有
している。
【００３２】
　オリジナルリンクテーブル８４は、後述のオリジナルリンク作成処理（図４参照）にお
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いてユーザにより任意に設定されたリンク元（ジャンプ元）の一節に対し、リンク先（ジ
ャンプ先）の表示内容を対応付けて記憶するものである。具体的には、例えば図３（ｃ）
に示すように、オリジナルリンクテーブル８４には、リンク元のテキストコンテンツ８３
０のコンテンツ名と、当該テキストコンテンツ８３０内におけるリンク元の一節と、リン
ク先の辞書データベース８２０の辞書名と、当該辞書データベース８２０内におけるリン
ク先の説明情報の位置データとが対応付けられ、リンク情報として蓄積記憶されるように
なっている。また、このオリジナルリンクテーブル８４には、各リンク元のテキストコン
テンツ８３０のコンテンツ名と、当該リンク元の一節における単語を変化させた変化形節
と、当該リンク元の一節に対応するリンク先の辞書データベース８２０の辞書名と、この
辞書データベース８２０におけるリンク先の説明情報の位置データとが対応付けられ、リ
ンク情報として更に記憶されるようになっている。なお、一節とは、１つの単語のみから
なるものであっても良い。また、一節における単語を変化させるとは、例えば、構成単語
をハイフンなどで結合したり、動詞の構成単語を原形、過去形、過去分詞形、格変化形の
間で置換したり、可算名詞を単数形、複数形の間で置換したり、人称代名詞を主格、所有
格、目的格、所有代名詞、再帰代名詞の間で置換したり、形容詞の構成単語を原形、比較
級形、最上級形の間で置換したりすることをいう。このように単語を変化させて変化形節
を取得する方法としては、各単語について変化形単語を対応付けて記憶したテーブルを参
照するなど、従来より公知の手法を用いることができる。
【００３３】
　ＲＡＭ９０は、ＣＰＵ２０が実行する各種プログラムや、これらプログラムの実行に係
るデータ等を一時的に保持するメモリ領域を備えている。このＲＡＭ９０は、本実施の形
態においては、選択辞書記憶領域９１、入力文字記憶領域９２、指定見出語記憶領域９３
、ジャンプ対象単語記憶領域９４、コンテンツ表示履歴記憶領域９５等を備えている。
【００３４】
　ここで、選択辞書記憶領域９１には、見出語の検索対象としてユーザにより選択された
辞書データベース８２０の識別情報（辞書名）が格納されるようになっており、入力文字
記憶領域９２には、ユーザにより入力された入力文字が格納されるようになっている。ま
た、指定見出語記憶領域９３には、辞書引きする対象の見出語としてユーザによって選択
指定された指定見出語が記憶されるようになっている。なお、本実施の形態における指定
見出語は、本実施の形態においては、入力文字や指定文字に前方一致するようアルファベ
ット順或いは五十音順に辞書データベースから読み出された見出語の一覧から選択される
ようになっている。ジャンプ対象単語記憶領域９４には、ジャンプ対象単語が記憶される
ようになっている。コンテンツ表示履歴記憶領域９５には、最後に表示されていたテキス
トコンテンツ８３０のコンテンツ名と、最後に表示されていた表示部分の位置データとが
記憶されるようになっている。
【００３５】
［動作］
　続いて、電子辞書１の動作のうちのオリジナルリンク作成処理について、図４を参照し
つつ説明する。
【００３６】
　ここで、図４は、ＣＰＵ２０が情報表示プログラム８１を読み出して実行するオリジナ
ルリンク作成処理の流れを示すフローチャートである。
【００３７】
　この図に示すように、まずユーザによりキー群２が押下されてテキストコンテンツ群８
３から何れかのテキストコンテンツ８３０が選択されると、ＣＰＵ２０は当該テキストコ
ンテンツ８３０をメインディスプレイ１０に表示させる（ステップＳ１）。
【００３８】
　次に、ＣＰＵ２０は、オリジナルリンクの作成ボタン及び登録ボタン（図示せず）をサ
ブディスプレイ１１に表示させるとともに、ユーザによってオリジナルリンクの作成ボタ
ンがタッチされるか否かを判定する（ステップＳ２）。
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【００３９】
　このステップＳ２において前記作成ボタンがタッチされないと判定した場合（ステップ
Ｓ２；Ｎｏ）には、ＣＰＵ２０は他の処理に移行し、タッチされたと判定した場合（ステ
ップＳ２；Ｙｅｓ）には、現時点でのテキストコンテンツ８３０の表示内容をコンテンツ
表示履歴記憶領域９５に記憶させた後、辞書データベース８２０の辞書名一覧をメインデ
ィスプレイ１０に表示させ（ステップＳ３）、ユーザに何れかの辞書データベース８２０
をジャンプ先（リンク先）として選択させる。
【００４０】
　次に、ユーザが何れかの辞書データベース８２０を選択すると、ＣＰＵ２０は選択され
た辞書データベース８２０の辞書名を選択辞書記憶領域９１に記憶させるとともに、当該
辞書データベース８２０内の見出語をメインディスプレイ１０に一覧表示させ（ステップ
Ｓ４）、ユーザに何れかの見出語をジャンプ先（リンク先）として選択させる。なお、こ
のときユーザは検索文字列の入力によって見出語を選択することとしても良いし、後述の
図６（ｃ）に示すように、辞書データベース８２０における見出語の区分に従って見出語
を選択することとしても良い。
【００４１】
　次に、ユーザが何れかの見出語を選択すると、ＣＰＵ２０は、選択された見出語と、そ
の説明情報とを、選択された辞書データベース８２０から検索（検出）し、メインディス
プレイ１０に表示させる（ステップＳ５）。なお、このとき、表示される説明情報がメイ
ンディスプレイ１０の表示領域に収まりきらない場合には、ＣＰＵ２０は、ユーザによる
カーソルキー２ｅの操作に応じて表示内容をスクロールさせ、説明情報の一部をメインデ
ィスプレイ１０に表示させる。
【００４２】
　次に、ＣＰＵ２０は、ユーザがサブディスプレイ１１における前記登録ボタンをタッチ
するか否かを判定し（ステップＳ６）、タッチしないと判定した場合（ステップＳ６；Ｎ
ｏ）、つまりユーザが複合語キー２ｊ等の操作によって説明情報中の成句・複合語などの
表示操作を行ったと判定した場合には、選択された成句・複合語などの説明情報を表示さ
せ（ステップＳ７）、ステップＳ６に移行する。なお、このステップＳ７においても、表
示される説明情報がメインディスプレイ１０の表示領域に収まりきらない場合には、ＣＰ
Ｕ２０は、ユーザによるカーソルキー２ｅの操作に応じて表示内容をスクロールさせ、説
明情報の一部をメインディスプレイ１０に表示させる。
【００４３】
　一方、ステップＳ６において前記登録ボタンがタッチされたと判定した場合（ステップ
Ｓ６；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、メインディスプレイ１０に表示されている辞書デー
タベース８２０の辞書名と、表示されている説明情報の位置とをジャンプ先（リンク先）
として設定してオリジナルリンクテーブル８４に記憶させ、その旨をメインディスプレイ
１０に表示させる（ステップＳ８）。
【００４４】
　次に、ＣＰＵ２０は、ステップＳ１～Ｓ２で表示されていたテキストコンテンツ８３０
の表示内容をコンテンツ表示履歴記憶領域９５に基づいてメインディスプレイ１０に再表
示させるとともに（ステップＳ９）、表示された文字列のうちの任意の一節をカーソルに
よってユーザに指定させる（ステップＳ１０）。
【００４５】
　次に、ＣＰＵ２０は、訳／決定キー２ｂが操作されるか否かを判定し（ステップＳ１１
）、操作されないと判定した場合（ステップＳ１１；Ｎｏ）には、ステップＳ１０に移行
する。
【００４６】
　一方、ステップＳ１１において訳／決定キー２ｂが操作されたと判定した場合（ステッ
プＳ１１；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、表示中のテキストコンテンツ８３０のコンテン
ツ名と、当該テキストコンテンツ８３０内において指定された一節とをリンク元として設
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定し、ステップＳ８での辞書名、説明情報の位置と対応付けてオリジナルリンクテーブル
８４にリンク情報として記憶させ、その旨をメインディスプレイ１０に表示させる（ステ
ップＳ１２）。
【００４７】
　そして、ＣＰＵ２０は、リンク元の一節における単語を変化させた変化形節を、表示中
のテキストコンテンツ８３０から検出し、表示中のテキストコンテンツ８３０のコンテン
ツ名と、検出された変化形節とをリンク元とし、ステップＳ８での辞書名、説明情報の位
置と対応付けてオリジナルリンクテーブル８４にリンク情報として記憶させ（ステップＳ
１３）、オリジナルリンク作成処理を終了する。
【００４８】
　続いて、電子辞書１の動作のうちのオリジナルリンク操作処理について説明する。
　図５は、ＣＰＵ２０が情報表示プログラム８１を読み出して実行するオリジナルリンク
操作処理の流れを示すフローチャートである。
【００４９】
　この図に示すように、ユーザによりキー群２が押下されてテキストコンテンツ群８３か
ら何れかのテキストコンテンツ８３０がメインディスプレイ１０に表示されると（ステッ
プＴ１）、ＣＰＵ２０は、オリジナルリンクテーブル８４内のリンク情報に基づいて、リ
ンク元として記憶されている節（変化形節を含む）を識別表示させる（ステップＴ２）。
なお、本実施の形態においては、文字に下線を付すことで識別表示を行っているが、文字
を太字で表示するなど、他の態様によって識別表示することとしても良い。
【００５０】
　次に、ＣＰＵ２０は、ユーザによりジャンプキー２ｎが操作されるか否かを判定し（ス
テップＴ３）、操作されないと判定した場合（ステップＴ３；Ｎｏ）には、他の処理へ移
行する。
【００５１】
　一方、このステップＴ３においてジャンプキー２ｎが操作されたと判定した場合（ステ
ップＴ３；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、メインディスプレイ１０における表示内容のう
ち、先頭の単語をカーソルで反転表示させた後（ステップＴ４）、ユーザによるカーソル
キー２ｅの操作に応じてカーソル位置（反転表示の単語）を切り替える（ステップＴ５）
。
【００５２】
　次に、ＣＰＵ２０は、ユーザによって訳／決定キー２ｂが操作されるか否かを判定し（
ステップＴ６）、操作されないと判定した場合（ステップＴ６；Ｎｏ）には、ステップＴ
５に移行する。
【００５３】
　また、ステップＴ６において訳／決定キー２ｂが操作されたと判定した場合（ステップ
Ｔ６；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、現時点で反転表示されているのがリンク元の節に含
まれる単語であるか否かを判定する（ステップＴ７）。
【００５４】
　このステップＴ７において反転表示されているのがリンク元の節に含まれる単語ではな
いと判定した場合（ステップＴ７；Ｎｏ）には、ＣＰＵ２０は、反転表示されている単語
をジャンプ対象単語としてジャンプ対象単語記憶領域９４に記憶させた後、ジャンプ対象
単語に対応する見出語の含まれる辞書データベース８２０の辞書名一覧をメインディスプ
レイ１０に表示させ（ステップＴ８）、ユーザに何れかの辞書データベース８２０をジャ
ンプ先として選択させる。
【００５５】
　次に、ＣＰＵ２０は、何れかの辞書名が選択されるか否かを判定し（ステップＴ９）、
選択されないと判定した場合（ステップＴ９；Ｎｏ）には他の処理へ移行する一方、選択
されたと判定した場合（ステップＴ９；Ｙｅｓ）には、選択された辞書データベース８２
０の辞書名を選択辞書記憶領域９１に記憶させるとともに、ジャンプ対象単語に対応する
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見出語の説明情報を、選択された辞書データベース８２０から検索（検出）してメインデ
ィスプレイ１０に表示させ（ステップＴ１０）、オリジナルリンク操作処理を終了する。
【００５６】
　また、上述のステップＴ７において反転表示されているのがリンク元の節に含まれる単
語であると判定した場合（ステップＴ７；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、反転表示されて
いる単語をジャンプ対象単語としてジャンプ対象単語記憶領域９４に記憶させた後、ジャ
ンプ対象単語に対応する見出語の含まれる辞書データベース８２０の辞書名一覧をメイン
ディスプレイ１０に表示させるとともに（ステップＴ１１）、上述のオリジナルリンク作
成処理で作成されたオリジナルリンクを選択肢としてメインディスプレイ１０に併せて表
示させ（ステップＴ１２）、ユーザに何れかの辞書データベース８２０、或いはオリジナ
ルリンクをジャンプ先として選択させる。
【００５７】
　次に、ＣＰＵ２０は、オリジナルリンクが選択されるか否かを判定し（ステップＴ１３
）、選択されないと判定した場合（ステップＴ１３；Ｎｏ）には、上述のステップＴ９に
移行する。
【００５８】
　一方、ステップＴ１３においてオリジナルリンクが選択されたと判定した場合（ステッ
プＴＴ１３；Ｙｅｓ）には、ＣＰＵ２０は、オリジナルリンクテーブル８４内のリンク情
報に基づいて、リンク元の節（変化形節を含む）に対応するリンク先の辞書データベース
８２０におけるリンク先の説明情報をメインディスプレイ１０に表示させ（ステップＴ１
４）、オリジナルリンク操作処理を終了する。
【００５９】
（動作例）
　続いて、図６～図８を参照しつつ、上記のオリジナルリンク作成処理，オリジナルリン
ク操作処理を具体的に説明する。
【００６０】
　＜動作例１＞
　まず図６（ａ），（ｂ）に示すように、ユーザによりテキストコンテンツ群８３から「
英語○演説・○せりふ集」のテキストコンテンツ８３０ａが選択され、当該テキストコン
テンツ８３０ａの一部が表示された後（ステップＳ１）、オリジナルリンクの前記作成ボ
タンがタッチされると（ステップＳ２；Ｙｅｓ）、辞書データベース８２０の辞書名一覧
がメインディスプレイ１０に表示される（ステップＳ３）。
【００６１】
　次に、図６（ｃ），（ｄ）に示すように、「ロイ○ル英文法」の辞書データベース８２
０ｄから見出語「neighbor」の説明情報が検索された後（ステップＳ５）、前記登録ボタ
ンがタッチされると（ステップＳ６；Ｙｅｓ）、辞書データベース８２０ｄの辞書名「ロ
イ○ル英文法」と、表示されている説明情報「neigh-borの用法…」の位置とがジャンプ
先（リンク先）としてオリジナルリンクテーブル８４に記憶され、その旨がメインディス
プレイ１０に表示される（ステップＳ８）。
【００６２】
　次に、図７（ａ）に示すように、ステップＳ１～Ｓ２で表示されていた「英語○演説・
○せりふ集」のテキストコンテンツ８３０ａの表示内容がメインディスプレイ１０に再表
示され（ステップＳ９）、表示された文字列のうちの一節をカーソルによってユーザに指
定させる旨がメインディスプレイ１０に表示される（ステップＳ１０）。
【００６３】
　次に、図７（ｂ），（ｃ）に示すように、「英語○演説・○せりふ集」のテキストコン
テンツ８３０ａにおける一節「not our neighbor」がリンク元として指定され、訳／決定
キー２ｂが操作されると（ステップＳ１１；Ｙｅｓ）、表示中のテキストコンテンツ８３
０ａのコンテンツ名「英語○演説・○せりふ集」と、当該テキストコンテンツ８３０ａ内
において指定された一節「not our neighbor」とがリンク元とされて、リンク先の辞書名
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「ロイ○ル英文法」、説明情報「neigh-borの用法…」の位置と対応付けて記憶され、そ
の旨がメインディスプレイ１０に表示される（ステップＳ１２）。また、表示中のテキス
トコンテンツ８３０ａのコンテンツ名「英語○演説・○せりふ集」と、当該テキストコン
テンツ８３０ａ内において指定された一節「not our neighbor」の変化形節「not my nei
ghbor」等とがリンク元とされて、リンク先の辞書名「ロイ○ル英文法」、説明情報「nei
gh-borの用法…」の位置と対応付けて記憶される（ステップＳ１３）。
【００６４】
　そして、図７（ｄ）に示すように、ユーザによりテキストコンテンツ群８３から「英語
○演説・○せりふ集」のテキストコンテンツ８３０ａが選択され、当該テキストコンテン
ツ８３０ａが表示されると（ステップＴ１）、リンク元の一節「not our neighbor」が識
別表示される（ステップＴ２）。
【００６５】
　＜動作例２＞
　まず、「英語○演説・○せりふ集」のテキストコンテンツ８３０ａにおける一節「in v
ain」がリンク元、「ジー○アス英和辞典」の辞書データベース８２０ａにおける「vain
」の説明情報のうち、「in vain」の説明部分がリンク先として設定された状態で、図８
（ａ）に示すように、ユーザによりテキストコンテンツ群８３から「英語○演説・○せり
ふ集」のテキストコンテンツ８３０ａが選択されて表示されると（ステップＴ１）、リン
ク元として記憶されている一節「in vain」が識別表示される（ステップＴ２）。
【００６６】
　次に、図８（ｂ）に示すように、ジャンプキー２ｎが操作されると（ステップＴ３；Ｙ
ｅｓ）、メインディスプレイ１０における表示内容のうち、先頭の単語「It」が反転表示
される（ステップＴ４）。
【００６７】
　次に、図８（ｃ），（ｄ）に示すように、カーソルキー２ｅの操作によってリンク元の
一節「in vain」内（「in」または「vain」）にカーソルが移動した後、訳／決定キー２
ｂが操作されると（ステップＴ６；Ｙｅｓ、ステップＴ７；Ｙｅｓ）、辞書データベース
８２０の辞書名と、オリジナルリンクとが選択肢としてメインディスプレイ１０に表示さ
れる（ステップＴ１１，Ｔ１２）。
【００６８】
　そして、図８（ｅ）に示すように、オリジナルリンクが選択されると（ステップＴ１３
；Ｙｅｓ）、リンク先の「ジー○アス英和辞典」の辞書データベース８２０ａにおける「
in vain」の説明部分が表示される（ステップＴ１４）。
【００６９】
　以上の電子辞書１によれば、図４のステップＳ１２や、図５のステップＴ２，Ｔ１１～
Ｔ１４、図８等に示したように、ユーザ操作に応じて、表示部４０に表示された説明情報
の少なくとも一部がリンク先、表示された文字列のうちの一節がリンク元として対応付け
られて記憶されると、表示内容のうちリンク元として記憶された一節が識別可能に表示さ
れ、識別表示された一節がユーザ操作に応じて指定されると、当該一節をリンク元とする
リンク先の説明情報が表示されるので、リンク元の任意の一節から、リンク先の任意の説
明情報部分に表示内容を切り替えさせる、つまりジャンプさせることができる。
　従って、製品出荷時に予めリンク先として設定された画面にしかジャンプできない従来
のアドレスジャンプの場合と異なり、リンク先の任意の説明情報部分に表示内容をジャン
プさせることができるため、その分、ユーザの使い勝手を向上させることができる。また
、ジャンプ対象の単語として選択可能な文字が平仮名、片仮名、漢字、アルファベットな
ど、辞書データベース内で見出語を構成する文字に限られてしまう従来のスーパージャン
プの場合と異なり、任意の文字列をリンク元（ジャンプ元）とすることができるため、そ
の分、ユーザの使い勝手を向上させることができる。また、検索先の辞書データベースを
予め定められた辞書群の中から選択する従来のスーパージャンプの場合と異なり、リンク
先の任意の辞書情報内の説明情報部分に表示内容をジャンプさせ、ユーザの意図する辞書
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情報での説明情報を表示させることができるため、その分、ユーザの使い勝手を向上させ
ることができる。さらに、ジャンプ先の表示画面が見出語の説明情報の先頭部分に限られ
る従来のスーパージャンプの場合と異なり、リンク先の任意の説明情報部分に表示内容を
ジャンプさせることができるため、その分、ユーザの使い勝手を向上させることができる
。
　よって、従来と比較してユーザの使い勝手を向上させることができる。
【００７０】
　また、図４のステップＳ１３や、図５のステップＴ２，Ｔ１１～Ｔ１４に示したように
、リンク元として設定された一節と、この一節の変化形節とがリンク元として識別表示さ
れ、識別表示された変化形節がユーザ操作に応じて指定されると、当該変化形節に対応す
る一節をリンク元とするリンク先の説明情報がリンク情報に基づいて表示されるので、リ
ンク元として設定された一節に加え、その変化形節からもリンク先の説明情報に表示内容
をジャンプさせることができる。従って、ユーザの使い勝手をいっそう向上させることが
できる。
【００７１】
　また、図５のステップＴ１３や、図８（ｄ）に示したように、識別表示された一節がユ
ーザ操作に応じて指定された場合に、当該一節をリンク元とするリンク先の説明情報を表
示させるか、或いは、当該一節における先頭の単語をジャンプ対象単語として、当該ジャ
ンプ対象単語に対応する見出語の説明情報を表示させるかが、ユーザ操作に応じて選択さ
れるので、リンク元及びリンク先がユーザによって独自に設定されたオリジナルリンクと
、従来のジャンプ機能とを使い分けることができる。従って、ユーザの使い勝手をいっそ
う向上させることができる。
【００７２】
　なお、本発明を適用可能な実施形態は、上述した実施形態に限定されることなく、本発
明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【００７３】
　例えば、本発明に係る電子機器を電子辞書１として説明したが、本発明が適用可能なも
のは、このような製品に限定されず、携帯電話、パソコンなどの電子機器全般に適用可能
である。また、本発明に係る情報表示プログラム８１は、電子辞書１に対して着脱可能な
メモリカード、ＣＤ等に記憶されることとしてもよい。
【００７４】
　また、オリジナルリンクテーブル８４にはリンク元の一節における単語を変化させた変
化形節が記憶され、当該オリジナルリンクテーブル８４内の情報に基づいてリンク元の変
化形節を識別表示することとして説明したが、変化形節のリンク情報をオリジナルリンク
テーブル８４には記憶せずに、メインディスプレイ１０にテキストコンテンツ８３０を表
示してリンク元の一節を識別表示するときに、当該リンク元の一節についての変化形節を
テキストコンテンツ８３０内から検出し、識別表示することとしても良い。
【００７５】
　また、オリジナルリンクテーブル８４にリンク元のテキストコンテンツ８３０のコンテ
ンツ名が記憶され、記憶されたテキストコンテンツ８３０におけるリンク元の節が識別表
示されることとして説明したが、テキストコンテンツ８３０のコンテンツ名が記憶されず
に、何れのテキストコンテンツ８３０が表示された場合であってもリンク元の節が識別表
示されることとしても良い。
【００７６】
　また、上記の動作例においては、「英語○演説・○せりふ集」のテキストコンテンツ８
３０ａの一節をリンク元、「ロイ○ル英文法」，「ジー○アス英和辞典」の辞書データベ
ース８２０ｄ，８２０ａの説明情報をリンク先として説明したが、英文読み物コンテンツ
の一節をリンク元、英々辞書の解説や成句説明部分をリンク先としても良いし、日本語コ
ンテンツの難しい漢字をリンク元、「常用漢字難読辞典」の説明情報をリンク先としても
良いし、「家庭の医学」のテキストコンテンツの一節をリンク元、「薬が分かる本」の解
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【符号の説明】
【００７７】
１　　　電子辞書（電子機器、コンピュータ）
２０　　ＣＰＵ
３０　　入力部
４０　　表示部
８０　　フラッシュＲＯＭ
８１　　情報表示プログラム
８４　　オリジナルリンクテーブル
８２０　辞書データベース

【図１】 【図２】
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